
歯
神
戸
三
宮
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

「
結
成
踊
周
年

記
念
式
典
」

１
７３
１

話題のひろば

＜Ｉ＞

創
設
妬
周
年
を
記
念
し
て
、
神
戸
三

宮
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
姻
月
９
日
、

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に
於
て
、
『
結

成
妬
周
年
記
念
式
典
』
を
開
催
し
た
。

記
念
式
典
は
、
式
典
、
祝
宴
の
２
部

構
成
、
式
典
で
は
、
大
内
信
行
氏
（
幹

事
）
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
村
上
和
子
さ

ん
（
サ
ン
テ
レ
ビ
）
が
進
行
役
を
、
祝

宴
の
方
は
、
小
山
乃
里
子
さ
ん
（
毎
日

放
送
）
の
司
会
で
軽
妙
な
運
び
に
。

平
尾
茂
会
長
の
開
会
宣
言
、
ゴ
ン
グ

で
始
ま
っ
た
式
典
。
中
井
喜
一
郎
神
戸

市
土
木
局
長
、
今
井
英
世
兵
庫
県
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
所
長
、
佐
伯
文
男
Ｎ

Ｔ
Ｔ
三
宮
電
話
局
局
長
を
は
じ
め
、
各

ラ
イ
オ
ン
ズ
地
区
役
員
⑫
名
が
来
賓
と

し
て
出
席
。
兵
庫
県
知
事
坂
井
時
忠
氏

代
理
、
神
戸
市
長
宮
崎
辰
雄
氏
代
理
に

よ
る
祝
辞
を
う
け
た
後
、
数
多
く
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
順
次
と
ど
こ
お
り
な
く
す

ま
さ
れ
た
。
第
２
部
祝
宴
で
は
、
二
葉

会
に
よ
る
三
味
線
合
奏
が
会
に
花
を
添

え
、
松
谷
富
士
男
氏
（
１
Ｒ
４
２
２
Ｃ
）

の
乾
杯
発
声
の
後
、
ゲ
ス
ト
歌
手
松
原

の
ぶ
え
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
で
会
場
は
一

気
に
最
高
潮
へ
。
〃
ま
た
会
う
日
ま
で
″

を
全
員
で
合
唱
、
長
尾
照
男
氏
（
第
１

副
会
長
）
の
閉
宴
の
こ
と
ば
で
、
妬
周

年
記
念
式
典
は
幕
を
閉
じ
た
。

前
日
に
は
、
家
族
会
を
兼
ね
た
体
験

航
海
が
実
施
さ
れ
、
咽
名
が
参
加
。
記

念
式
典
に
も
約
剛
名
が
参
加
し
、
神
戸

三
宮
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
溺
周
年

を
盛
大
に
祝
う
両
日
と
な
っ
た
。

私
闘
涯
穿
ｑ
‐

上段／第１部式典の模様。来賓・出席者総勢2 0 0 名がライオンズ精神をたたえあう。
下段右より／松谷富士男氏による乾杯、二葉会三味線合奏、紅白出場歌手松原のぶえがゲスト出演。

鶏 鍵,唾

蕊鋳議; 蕊§鍵? 零蕊癖; 灘蕊凝議 ’神戸三宮ライオンズウうプ

曇結戒２５周年員己念パーテもｆ
驚驚:鐘：叢蕊驚驚懸●驚懲，
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■
ゴ
ー
フ
ル
ポ
ー
ト
ピ
ア
鯛

＜Ⅱ＞

１
７４
１

お
菓
子
の
神
戸
風
月
堂
（
下
村
光
治
社

長
）
が
、
創
業
八
十
八
周
年
の
米
寿
を

迎
え
、
ポ
ー
ア
イ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ

ウ
ン
に
進
出
し
た
〃
ゴ
ー
フ
ル
・
ポ
ー

ピ
ァ
肥
〃
（
五
階
建
て
の
教
会
の
あ
る
結

婚
式
や
パ
ー
テ
ィ
の
出
来
る
白
亜
の
客

船
風
ピ
ル
）
の
竣
工
披
露
も
か
ね
て
、

式
典
と
祝
賀
会
が
開
か
れ
た
。
三
階
の

ゴ
ー
フ
ル
劇
場
で
開
か
れ
た
式
典
は
、

藤
田
ま
こ
と
と
立
花
由
起
さ
ん
の
軽
妙

な
司
会
で
始
ま
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

一
調
「
笠
之
段
」
を
藤
井
久
雄
、
下
村

繁
雄
氏
で
、
舞
雛
子
は
「
石
橋
」
を
藤

井
久
雄
、
楽
人
、
完
治
親
子
で
、
雛
子
を

西
北
浩
次
、
成
田
達
志
、
小
寺
俊
三
、

森
田
光
春
と
い
う
顔
ぶ
れ
。
続
い
て
は

歌
舞
伎
界
の
資
川
延
若
丈
が
、
長
唄

「
松
の
翁
」
を
め
で
た
く
舞
う
。
そ
し

て
少
林
寺
拳
法
奉
納
演
武
を
藤
本
義
政

七
段
と
脇
本
正
宏
四
段
が
気
合
を
こ
め

最
後
は
ロ
ー
レ
ン
ス
・
オ
リ
ヴ
ェ
賞
に

輝
や
く
森
下
洋
子
と
、
清
水
哲
太
郎
夫

妻
に
よ
る
「
眠
れ
る
森
の
美
女
」
の
パ

・
ド
・
ド
ゥ
を
踊
る
と
い
う
文
化
の
香

り
高
い
豪
華
け
ん
ら
ん
の
内
容
で
あ
っ

た
。
続
い
て
吉
川
冬
季
子
相
談
役
と
、
下

村
光
治
社
長
が
あ
い
さ
つ
し
「
配
周
年

を
お
菓
子
元
年
の
原
点
に
も
ど
っ
て
頑

張
り
た
い
」
と
述
べ
、
岡
山
か
ら
来
神

さ
れ
た
池
田
隆
正
公
、
宮
崎
辰
雄
神
戸

市
長
、
石
野
信
一
神
戸
商
議
所
会
頭
、

黒
川
光
朝
虎
屋
社
長
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

一
階
か
ら
二
、
四
、
五
階
に
約
千
人
が
集

い
神
戸
の
老
舗
の
風
格
充
分
だ
っ
た
。

藍鍾

蕊

鰯掩､.. 鵜

遜恥寺

# 蕊蕊騒蕊蕊蕊壊鐸遮蝋蕊懲
話題のひろぱ

…騨睡 届

神
戸
同
月
堂

米
寿
に
竣
工
披
露

凋
裂
邦
‐
Ｆ
品
剰
睡
電

鍵
鶴
》
電

拝
沖
毎
．
撰
稗
唖
や
沖
趨
群

蝉

蕊篭

i鐘i篭蕊灘睡…:》熱望専息準二』謹鐘欝鋪

池田隆政氏（右上より）宮崎市長、石野会頭／吉川相談役、下村社長、黒川虎屋社長（右中上より）藤田まことと小森和子(右下）
清水・森下夫妻のバレエと資川延若丈の邦舞（左上２点＞池田厚子様と下村社長（左二段目中）ワコール塚本社長を囲んで京・大
阪の経済人（左二段目）宮崎市長・下村社長・安達瞳子さんを囲んで神戸の経済人（左下）

２

鋸麹
箪』

i:iii
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制電
識
聾
鍵

ａ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
タ
ウ
ン
（
ポ
ー
ア

イ
）
の
ワ
ー
ル
ド
の
二
十
六
階
に
あ
る

レ
ス
ト
ラ
ン
〃
ヴ
ィ
・
ア
ン
・
ヴ
ィ
〃
・

窓
か
ら
六
甲
の
山
並
み
が
煙
り
始
め

る
と
神
戸
の
街
の
灯
が
き
ら
め
い
て
美

し
い
。
昨
年
よ
り
始
ま
っ
た
、
ル
イ
・

ヴ
ィ
ト
ン
神
戸
店
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
が
、
十
二
月
二
十
一
日
の
夜
の
七

時
か
ら
始
ま
っ
た
。

東
京
か
ら
来
神
し
た
泰
郷
次
郎
社
長

夫
妻
や
、
前
企
画
渉
外
部
長
、
そ
し
て
杉

崎
神
戸
店
長
や
店
の
ス
タ
ッ
フ
総
が
か

り
で
約
百
七
○
名
の
お
客
を
出
迎
え
て

フ
ァ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
宴
が
ス
タ
ー
ト
。

女
性
の
室
内
楽
の
演
奏
に
の
っ
て
司

会
は
、
石
坂
周
三
さ
ん
。
泰
社
長
の
あ

い
さ
つ
。
そ
し
て
乾
杯
の
音
頭
は
宝
塚

歌
劇
団
の
内
海
重
典
さ
ん
。
今
年
は
、

月
組
の
こ
だ
ま
愛
、
舞
希
彩
、
涼
風
真

世
、
春
風
ひ
と
み
さ
ん
た
ち
が
花
を
添

え
、
可
れ
ん
な
姿
で
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
を
。
豪
華
な
お
料
理
と
、
一
番
の
呼

び
物
は
、
ピ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
チ
ケ
ッ
ト

が
千
円
で
売
り
出
さ
れ
、
こ
の
売
り
上

げ
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
歳
末
助
け
あ
い
運
動
に

寄
附
さ
れ
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
、

豪
華
な
ル
イ
。
ヴ
ィ
ト
ン
の
賞
品
の
数

々
で
場
内
は
フ
ィ
ー
バ
ー
。
六
七
万
二

千
円
と
い
う
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
売
上
げ
高

が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
の
堺
野
放
送
部

長
へ
泰
社
長
か
ら
手
渡
さ
れ
た
。
下
村

光
治
風
月
堂
社
長
、
わ
ら
び
の
里
の
野

村
社
長
夫
妻
、
聖
誰
院
八
つ
橋
総
本
店

鈴
鹿
社
長
さ
ん
ら
の
顔
も
み
え
た
。

弓撒撫騨爵鴎雷
娩鯉 慰

鍔
懲
認
輔
‐
聡
§
蝋

霞駕
■
ル
イ
。
ヴ
ィ
ト
ン
神
戸
店

稲
チ
ャ
リ
テ
ィ

電
熱

話題のひろぱ明

灘

鍵鍵 鴬

iii綴
ｖ“
● ＜Ⅲ＞;､凸凸

醗

： 霞騨《

（写真洋上）左からこだま愛、舞希彩、内海重典、涼風真世、春風ひとみ、宮田達夫毎日ＴＶディレクター。
右上は泰社長夫妻、璽千家夫人、わらびの里野村夫妻。右下はＮＨＫ歳末たすけあいピンゴケームのチケットを
売る神戸店のスタッフ、鈴鹿糾揺、下村社長、泰社長ら。

7５

蕊 Ｘ
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

優
雅
に
集
う

群
』

蟻 劃鐘

嘩
熱
蹄
＄

甥
篭
畔

》
・
』
『
一議

…
鋳
識
》
識鶴鐘蕊繍, 為“…

⑨荘
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藤

★
ス
チ
ェ
ッ
ソ
〔
北
野
店
〕
オ
ー
プ
ン

相
次
ぐ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
の
誕
生
で
賑
わ
う
北

野
町
に
、
哩
月
即
日
（
金
）
、
ス
チ
ェ
ッ
ソ
〔
北
野

店
〕
が
オ
ー
プ
ン
・
東
京
青
山
に
次
い
で
の
直
営
店

と
な
る
。
オ
ー
プ
ン
に
先
が
け
、
当
日
は
、
ス
タ
ッ

僻
Iｊ

さ
れ
る
予
定
。

口
大
賞
（
通
産
大
臣
賞
）
田
辺
次
郎
（
釦
）
（
九
州
産

業
大
学
）
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
（
兵
庫
県
副
知
事

賞
）
米
津
達
也
盆
）
（
文
化
服
装
学
院
）
グ
ッ
ド

デ
ザ
ィ
ン
賞
（
神
戸
市
長
蛍
）
若
林
桂
治
（
色
（
文

化
服
装
学
院
）
他
優
秀
賞
３
名
、
ア
イ
デ
ア
賞
５
名

フ
ッ
ト
ウ
エ
ア
賞
、
名
。

「
淡
水
真
珠
の

長
ハ
ー
ト
型
ネ
ッ

店
ク
レ
ス
と
か
、

峠
ブ
ロ
ー
チ
や
、

に
イ
ヤ
リ
ン
グ
な

毒
ど
、
大
ぶ
り
な

ス
シ
ン
プ
ル
な
デ

ル
ザ
イ
ン
の
も
の

鞄
葬
癖
蝿
誹
嘩
酔

い
ま
す
」
と
山

☆
八
Ｎ
Ｅ
Ｘ
皿
は
君
が
創
る
ｖ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ュ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
鵬
入
賞
者
展
示
会
開
催
。

第
５
回
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ュ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
髄

入
賞
作
品
が
遡
月
３
日
鶴
国
際
展
示
場
で
開
催
し
た

扇
春
の
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
見
本
市
」
の
席
上
で

発
表
さ
れ
た
。
２
０
１
７
名
、
３
，
１
０
０
点
を
数

え
る
応
募
の
中
か
ら
、
第
３
次
審
迩
、
最
終
審
査
を

通
過
し
た
理
点
、
ア
イ
デ
ア
に
優
れ
、
制
作
意
欲
と

努
力
が
う
か
が
わ
れ
る
力
作
揃
い
で
あ
る
。
全
国
規

模
に
定
着
し
た
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
、
専
門
家
か
ら
一

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
パ
ー
テ
ィ
ー
ト
ー
ク
を
競

い
ま
す
。
３
月
麹
日
に
行
な
わ
れ
る
決
勝
戦
は
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
地
「
神
戸
外
国

人
倶
楽
部
」
が
会
場
に
。
パ
ｉ
テ
ィ
ー
に
は
欠
か
せ

な
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
当
日
特
別
ゲ
ス

ト
に
や
お
す
ぎ
と
ピ
ー
子
を
迎
え
、
パ
ー
テ
ィ
ー
ト

ー
ク
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
他
特
別
審
査
員

は
、
森
璃
子
（
小
説
家
）
、
大
河
原
徳
三
一
（
財
）
神
戸

市
民
文
化
振
興
財
団
理
事
）
、
お
お
く
ぼ
ひ
さ
と
（
写

真
家
）
、
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
（
ス
タ
イ
リ
ス
ト
）
の
皆
さ
ん

で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
／
０
７
８
（
２
２
２
）
６
６
０
４

Ｕ

般
、
学
生
と
層

も
厚
く
な
り
、

今
回
特
に
東
京

癖
方
面
が
多
か
つ

の
た
と
い
う
の

査
も
、
ひ
と
つ
の

需
収
狸
。

最
３
月
に
は
、

恒
例
の
「
ラ
イ

ン
の
館
」
で
の

展
示
会
も
開
催

スチェッソ帽子のデザイナー平田さんと
コーデイネイタ一の和気さんを中心に
ンメ有内１まイパワイデるう
にラ名でＦた１１イトイコに
よマカは店、がテンでネ１よ

☆
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
ス
ポ
ー
ツ
が

こ
の
春
変
わ
り
ま
す

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
が
、
リ
ゾ
ー
ト
感
覚
、
遊
び

感
覚
で
提
案
す
る
プ
ラ
ン
ド
ハ
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

ス
ポ
ー
ッ
ｖ
が
、
こ
の
春
、
よ
り
フ
桑
ミ
ー
ラ
に
ト

レ
ン
デ
ィ
に
変
身
し
ま
す
。
ベ
イ
シ
ッ
ク
カ
ラ
ー
で

は
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
ラ
イ
ン
等
の
、
ソ
フ
ト
な
シ
ル

エ
ッ
ト
や
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
の
マ
ニ
ッ
ー
ー
ュ
感

覚
が
新
し
く
仲
間
入
り
。
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
で
は
、

単
品
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
中
心
に
、
大
人
の
遊
び
を

提
案
。
ピ
ィ
ピ
ィ
ト
カ
ラ
ー
は
、
ス
ポ
ー
テ
ィ
な
ビ

本
店
長
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
い
か
に
も
神
戸
ら
し
い
真

珠
の
展
示
会
だ
っ
た
。

／
中
央
区
山
本
通
１
丁
目
７
１
７
木
下
真
珠
オ
ー
ダ

ー
サ
ロ
ン
宮
（
、
）
刺
－
３
１
７
０

蕊
１
７６
１

☆
ハ
ー
ト
の
真
珠
で
彼
の
心
を
ハ
ツ
と
さ
せ
よ
う

北
野
町
の
木
下
真
珠
オ
ー
ダ
ー
サ
ロ
ン
（
山
本
妙

店
長
）
が
、
ｎ
月
の
”
日
と
詔
日
の
２
日
間
、
カ
サ

プ
ラ
ン
カ
ク
ラ
ブ
（
北
野
町
３
丁
目
）
で
、
午
前
ｎ

時
ｌ
午
後
８
時
迄
と
い
う
長
い
時
間
の
〃
ジ
ュ
エ
リ

ー
・
オ
ー
タ
ム
・
フ
ェ
ア
″
を
開
き
、
抑
人
近
い
お

客
さ
ま
を
迎
え
た
。
初
め
て
試
み
と
し
て
デ
ィ
ナ
ー

も
楽
し
ん
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
い
う
趣
好
。

１１

る
〃
ス
チ
ニ
ッ
ソ
″
写
真
展
が
開
催
さ
れ
た
。

ス
チ
ュ
ッ
ソ
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
の
和
気
邦
子
さ

ん
は
、
「
女
ら
し
さ
を
う
ち
出
す
ス
チ
ェ
ッ
ソ
に
、

あ
え
て
ハ
ー
ド
な
建
て
物
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
女

性
が
着
る
洋
服
の
最
終
点
と
な
る
デ
ザ
イ
ン
が
ス
チ

ニ
ッ
ソ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
神
戸
発
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
、
育
て
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
、
ワ
ー
ル
ド
ス

チ
ェ
ッ
ソ
の
展
望
を
。
北
野
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ト
リ

ー
ト
に
マ
ッ
チ
し
た
ス
チ
ェ
ッ
ソ
〔
北
野
店
〕
、
に
神

戸
発
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
魅
せ
る
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
る
。

ロ
ス
チ
ェ
ッ
ソ
〔
北
野
店
〕
／
神
戸
市
中
央
区
山
本

通
２
丁
目
雌
－
６
宮
０
７
８
１
２
３
１
１
４
７
８
９

鍵
☆
第
５
回
言
明
，
お
酒
落
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
／

今
年
で
第
５
回
目
を
迎
え
た
、
神
戸
ベ
ス
ト
ド
レ

ッ
サ
ー
ズ
大
賞
「
第
５
回
旨
い
．
お
酒
落
コ
ン
テ
ス

ト
」
。
今
回
は
、
財
団
法
人
神
戸
市
民
文
化
振
興
財

団
の
後
援
に
よ
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
の
よ

り
一
層
の
発
展
を
目
的
と
し
、
旨
い
．
お
酒
落
コ
ン
テ

ス
ト
実
行
委
員
会
が
発
足
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
司
国
同
弔
缶
胃
弓
馬
』
八
パ

ー
テ
ィ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
着
こ
な
す
Ｖ
・
パ
ー
テ

蝉

ビ
ッ
ト
カ
ラ
ー
を
少
し
エ
レ
ガ
ン
ト
に
表
現
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
グ
レ
イ
カ
ラ
ー
は
、
大
き
め
の
チ
ェ

勇

熱
'8 6 スプリング､ オック
スフォードスポーツ”

昨年度のべｽﾄドﾚﾂｻｰズ大賞３清水ひさこさん。
アド展１１ザれそヨァィパ
ツレ開〃テ・のれンシ１１
ブス、をイパ〃ぞでシフテ

ツ
ク
、
パ
ス
テ
ル
ト
ー
ン
の
プ
リ
ン
ト
、
ペ
ー
ズ
リ

ー
の
刺
総
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
シ
ル
エ
ッ
ト
の
ブ
ル

ゾ
ン
が
中
心
に
な
り
ま
す
。

Ｐ〆

ロ
＝■

上▲己

層
瞬
励
ー■

■

冨
望
勘
■

ｅ
‐勺

凶
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圃北野店〈会員制･山本通2のl）T E L , 2 4 2 - 2 4 6 7 1 0 : O O u - l l : 0 0肌

厩
高
野
多
美
さ
ん
〈
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
‐
デ
ィ
ネ
ー
タ
‐
）

仕
事
柄
、
打
ち
合
わ
せ
を
兼
ね
た
瑚
排
タ
イ
ム
は

嬉
し
い
も
の
で
す
。
に
し
む
ら
本
店
は
キ
ビ
キ
ビ
し

た
中
に
も
暖
か
い
雰
囲
気
が
あ
り
、
さ
す
が
老
舗
の

風
格
が
一
杯
の
卯
誹
に
も
味
わ
え
ま
す
（
談
）

多
い
の
で
す
が
、
や
は
り
本
物
の
味
に
出
合
え
る
と

●
博
報
堂
を
経
て
、
フ
リ
ー
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ィ
タ
ー
に
。

企
業
の
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
等
多
方
面
の
仕
事
を

仕
事
を
こ
な
す
。
神
戸
大
丸
で
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と
し
て
活
躍
中
。

ｑ同一綴

〈
そ
の
１
〉

に
し
む
ら
伽
俳

中
山
手
本
店

宮水ＣＯＦＦＥＥの
にしむら劫ﾛ 俳店

旬フランスレストラン

シェ・ラ・メールにしむら
く北野店2 Ｆ〉、2 4 2 - 2 4 6 7

日三富店咽昨湘山崎グﾘｰﾝ ｼ韓-" 1 F”TE L 2 4 1 . 2 7 7 7 8 : O 0 A M - I 1 : 0 0Ｍ

口センター肘府(三宮センター街〉TE L , 3 9 1 - 0 6 6 9 1 0 : O 0 1 U L - l O : O O P M
回芦隠店く阪神芦屋駅浜側〉TE L ､ 0 7 9 7 - 3 1 - 0淵０８:O 0 A M - 1 1 : 0 O P M
０石躍川店〈阪神石尾川駅浜側〉TE L ､ 8 4 1 - 0 7 6 3 8 : 0 0 1 M－1 0 : 0 0Ⅲ
q ｵ ｰ ﾙ ﾗ ｳ ﾝ K力五(睡鴛如山“ビﾙ )ＴＥＬ､ 3 3 2 - 5 7 2 7 1 0 : 0 0 A M - . 1 ; O 0 A M

11:30AM~2:00剛､５:OOPM~9:3OEM､月剛体ノ
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ク

、
極
め
る
時
代
・
そ
ご
う

ｐ

(Ｖ）
valenlinogaIavani

ー

‐，‐｜
画一h

賛
沢
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
側

心

』

ヴァレンティノのファッションポリシーはエレガンス
の追求にあり、女性の美しさを引き出すことにかけては
ヴアレンテイノのファッションポリシーはエレガンス

の追求にあり、女性の美しさを引き出すことにかけては
超一流といわれている。プレタポルテプテイックをミラ
ノに開店後、紳士服、アクセサリー、靴、インテリアと
生活全般にわたってデザインを手がけている。
’8 6 春夏のテーマは「ブライトアンドライト」
エレガントなヴァレンテイノの世界がくり広げられる。

超一流といわれている。プレタポルテブティックをミラ
ノに開店後、紳士服、アクセサリー、靴、インテリアと
生活全般にわたってデザインを手がけている。
’8 6 春夏のテーマは「ブライトアンドライト」
エレガントなヴァレンテイノの世界がくり広げられる。

新館５階

ｂ
心

－

一
一

■心ゆたかに■

大人の女性に
リッチな感覚

「
ヴ
ァ
レ
ン
チ
ノ
は
主
人
も
好

き
な
ブ
ラ
ン
ド
で
す
の
で
、
《

緒
に
買
物
に
出
か
け
る
と
い
つ

も
主
人
が
選
ん
で
く
れ
ま
す
」

結
婚
し
て
ま
だ
・
年
余
り
と
い

う
秋
田
家
は
ま
だ
ア
ッ
ア
ッ
の

新
婚
ム
ー
ド
岬
子
供
が
で
き
る
ま
で
は
、
一
・
人
で
楽
し
も
う
と
、
共
通
の

趣
味
で
あ
る
と
こ
ろ
の
映
画
や
コ
ン
サ
ー
ト
に
よ
く
出
か
け
る
。
ゴ
ル
フ
は

ご
主
人
の
ご
両
親
も
一
緒
に
川
人
で
回
る
こ
と
が
多
く
、
『
う
ち
の
家
族
は
も

う
自
他
共
に
認
め
る
ネ
ァ
ヵ
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
有
名
な
ん
で
す
よ
く
笑
迄

マ
ツ
ダ
の
コ
ン
パ
》
一
オ
ン
と
し
て
勤
務
中
の
省
子
さ
ん
を
兄
染
め
た
と
い

う
だ
け
あ
っ
て
、
ご
主
人
は
省
子
さ
ん
の
お
涌
落
に
も
興
味
津
々
。
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
》
緒
に
省
子
さ
ん
も
美
へ
の
努
力
を
。
「
ヴ
ァ
レ
ン
チ
ノ
の
誰
や
か

さ
と
シ
ル
エ
ッ
ト
の
美
し
さ
に
惚
れ
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
‐
一

秋田省子さん
< 王婦・芦屋市在住〉

GI()R(;I(）、IlMAM
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神戸市中央

●
春
物
が
入
荷
い
た
し
て
お
り
ま
す

（
写
真
は
ミ
ラ
シ
ョ
ー
ン
ト
レ
ン
ド
ク
ロ
ス
使
用
）

の
主
張
、
手
づ
く
り
の
味
Ｉ
当

‐
ｌ

’一一

ノ

滝…繕雲霧霧
１１，’

迩測, 篇蕊遥
東京。大阪。神戸・姫路

重磯上通8-i-32ダﾘー ﾝビﾙTgLO78-251-8501㈹
９: 3 0 A M ～6 : 3 O P M 毎月嘘・第３火曜休

や塞一守

籍 １
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総
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癖
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秘
雲
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さんちか店( 0 7 8 ) 3 2 1 - 4 5 4 5
宝塚ファミリーストア一店( 0 7 9 7 ) 7 3 - 5 3 5 9
千里阪急地下街店( 0 6 ）8 3 1 - 0 7 5 6
須膳バテイオ店( 0 7 8 ) 7 9 2 - 5 6 5 2
川古川店( 0 7 9 4 ) 2 5 - 5 5 1 4
Ｅ／Ｈ／ＴＩＯＵＥ（0 7 8 ) 3 3 1 - 0 9 5 0

バラエティーあふれる神戸ファッションが楽しめ
る店《まささんらか店》谷口店長( 左) のコーディ
ネイトが大のお気に入りの丹家昌子さん( 右) 、岡
村由美子( 中）さんご姉妹です。お姉様は、かわい
いピンクがお好きてゃ、妹さんは、ちょっとナウイ
ブランドを自分流に気こなしているようです。

お容様一丹家昌子さん、岡村由美子さん
レストランーイタリア料理ベルゲン

毒輿惑:;蕊

スーツ(ビクトリア) /￥4 7 , 8 0 0ブラウス(東京ブラウス) /￥1 9 , 0 0 0 (写真中）ブラウス(東京ブラウス) /￥1 2 , 8 0 0 (写真右）
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神戸市中央区下山手通3 - 1 - 1 8 ツインズトアービル1 Ｆ公0 7 8 ( 3 9 1 ) 4 5 1 0
●京都店３月７日にオープン予定●青山店0 3 ( 4 8 6 ) 2 6 4 9

蚕§： ’詞 ＰＦ

，Ｉ

『
『

露
④

一
亭

トアロードに英国の新しい風ポール･ スミスの
神戸店がお目見得いたしました。

露
④

一宇

ポールスミスオリジナルショップ

神戸店

通世釧

雷雲雷雲
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‐

必 ･ 刊閏町哩⑧

seditor，ｓｅｙｅ噂
９

9 ｽ ﾐ ｽ 神戸に- t 陸ロンドン｡ アバンギャルド

ー

厚己公１－＝ーーー

麓 ■Ⅷ跡
毎署(h"jLS制ﾊﾊﾙや

『

イ
ギ
リ
ス
っ
て
面
白
い
国
。
ビ
ー
ト
ル
ズ
と
か
、

ツ
イ
ー
ギ
ー
の
ミ
二
と
か
、
ダ
イ
ア
ナ
王
妃
と
か
、

革
新
的
で
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
人
が
出
現
す
る
。

〃
ポ
ー
ル
ス
ミ
ス
“
・
伝
統
あ
る
格
調
高
ぃ
イ
ギ
リ
ス

の
メ
ン
ズ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
巾
，
か
ら
、
』
側
と
自
，
田
で

遊
び
遊
び
し
い
メ
ン
ズ
が
現
わ
れ
た
も
の
か
と
驚
い

た
。十

二
月
九
日
。
ト
ァ
・
ロ
ー
ド
の
シ
ン
コ
ー
フ
ラ

ワ
ー
の
三
・
四
軒
山
側
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ポ
ー
ル

ス
ミ
ス
」
に
は
、
す
で
に
フ
ァ
ン
の
神
戸
っ
子
た
ち

が
ポ
ー
ル
ス
ミ
ス
の
ブ
ラ
ン
ド
を
お
し
ゃ
れ
に
着
こ

な
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
や
っ
て
来
た
ポ
ー
ル
ス
ミ

ス
（
釘
才
）
さ
ん
に
見
せ
よ
う
と
い
う
心
意
気
の
若
も

の
達
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
た
。

店
内
は
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
地
方
の
帥
年
ぐ
ら
い
経

っ
て
い
る
薬
屋
さ
ん
の
家
屋
を
交
渉
し
て
、
大
事
に

扱
う
か
ら
と
日
本
に
運
ん
で
き
た
も
の
で
、
木
造
り

の
ゆ
っ
た
り
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
。
床
は
日
本
の
民
家

の
木
に
ニ
ス
を
塗
り
こ
め
た
も
の
。
こ
の
い
か
に
も

イ
ギ
リ
ス
ら
し
い
雰
囲
気
の
店
内
に
、
長
身
で
金
髪

の
ポ
ー
ル
ス
ミ
ス
氏
は
気
軽
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答

え
て
く
れ
た
。

「
伝
統
的
な
イ
ギ
リ
ス
の
よ
さ
を
土
台
に
し
て
、
自

由
に
暇
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
の
で
す
。
気
心
地

の
よ
い
着
や
す
い
服
。
そ
し
て
遊
び
心
の
あ
る
ユ
ニ

ー
ク
さ
を
臣
と
優
し
く
話
す
。
ス
ミ
ス
氏
は
、
ノ
ッ
テ

ィ
ン
ガ
ム
生
ま
れ
で
妬
才
の
時
学
校
を
辞
め
、
ま
ず

服
の
卸
問
屋
で
働
き
始
め
Ⅳ
才
の
頃
、
大
好
き
な
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
で
認
め
ら
れ
、
仕
入
を
ま
か
さ
れ
、
自

分
で
ネ
ク
タ
イ
を
作
っ
て
売
り
始
め
た
事
か
ら
ス
タ

ー
ト
．
今
や
世
界
の
注
目
を
集
め
る
ア
バ
ン
ギ
ャ
ル

ド
派
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
だ
。

ロ
ン
ド
ン
の
コ
ベ
ン
ト
ガ
ー
デ
ン
に
あ
る
彼
自
身

が
手
が
け
た
デ
ザ
イ
ン
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
あ
る
ブ

テ
ィ
ッ
ク
と
同
じ
よ
う
に
、
ト
ア
・
ロ
ー
ド
店
に
も

ス
ー
ツ
や
ブ
ル
ゾ
ン
か
ら
、
カ
ラ
フ
ル
な
シ
ャ
シ
や

ネ
ク
タ
イ
が
楽
し
く
揃
っ
て
い
る
。
（
日
本
の
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
は
ア
メ
リ
カ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
）

左上トアロードのポール・スミスの店､ スタッフとポールと多鹿喜蔵会長( 中左上

O
ｑｑ

) おしゃれなポールファンたち( 中左下) 吉田久泰社長とポールの外人スタッフ

唖

( 中右上）ポールとスタッフたち( 右) 得意のジョークでいたずらっぽいポール・スミス

驚一

門１
Ｎ

ＩＩ些
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推
薦
者
／
辰
馬
章
夫

〈
辰
馬
本
家
酒
造
（
株
）
社
長
〉

鞠
》
蛙

翻
伊
瞥
Ⅷ

「
§
浸

堺
．
｜
、
《
．
》

し
強
．
＃
熟
・
膿
〆

の
び
や
か
な
女
性

辰
馬
寿
美
子
さ
ん
〈
辰
腸
考
古
資
塁

ヨ
且
の
ヨ
ョ
器
一
一
⑮
号
一
〈
号
、

罰

白
鷹
の
社
長
で
あ
る
お
父
様
と
は
同
業
者
で

あ
り
、
親
戚
で
も
あ
り
、
お
目
に
か
か
る
機
会

も
多
い
が
、
西
宮
郷
で
も
評
判
の
美
人
三
姉
妹

は
、
私
の
と
こ
ろ
が
男
の
子
ば
か
り
な
の
で
、

う
ら
や
ま
し
い
限
り
。
長
女
の
寿
美
子
さ
ん
よ

6

■

4 ･ す
る

』. ､

う
ら
や
ま
し
い
限
り
ｃ
長
女
の
寿
美
子
さ
ん
は
、
推
薦
者
／
辰
馬
章
夫

大
学
で
勉
強
さ
れ
た
日
本
美
術
を
活
か
し
て
、
〈
辰
馬
本
家
酒
造
（
巷
社
長

辰
馬
考
古
資
料
館
に
勤
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

ぉ
休
み
の
日
も
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ジ
ャ
ズ
ま
で
幅
広
い
音
楽
を
聴
い

た
り
、
美
術
館
め
ぐ
り
を
す
る
の
が
好
き
な
、
物
静
か
で
し
か
も
現
代
的

な
セ
ン
ス
あ
ふ
れ
る
お
嬢
さ
ん
で
す
。
カ
メ
ラ
・
池
田
年
夫 勢
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鰯
空』

陽"Ｗ‐

り
の
総
明
さ
と
美
貌
を
兼
ね
備
え
、
神
戸
女
学
院
推
薦
者
／
大
塚
和
一
一
一
郎

大
学
を
卒
業
後
は
ネ
ッ
ス
ル
㈱
に
勤
務
さ
れ
て
い
釜
露
酒
造
株
式
会
社
社
長
〉

ま
す
。
他
界
さ
れ
た
お
母
さ
ん
に
代
わ
っ
て
主
婦
役
も
こ
な
さ
れ
て
い
る

の
で
、
三
月
に
嫁
が
れ
る
と
お
父
さ
ん
は
さ
ぞ
や
淋
し
が
ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
由
紀
子
さ
ん
と
結
婚
す
る
青
年
は
ま
さ
に
三
国
一
の
花
婿
で
す
℃

カ
メ
ラ
・
松
原
卓
也

谷
由
紀
子
さ
ん
（
蓬
灘
露
蕊
雲

神
γ
嬰
媛
＃
ん
〈
記
〉

芯
の
し
っ
か
り
し
た

良
妻
賢
母
タ
イ
プ

お
父
さ
ん
の
谷
日
出
哉
氏
と
私
と
は
慶
応
義
塾

大
学
の
Ｏ
Ｂ
同
士
。
私
が
十
年
ほ
ど
先
輩
な
ん
で

す
が
、
彼
は
明
朗
で
酒
豪
、
し
か
も
プ
レ
イ
ボ
ー

イ
。
お
嬢
さ
ん
の
由
紀
子
さ
ん
は
、
そ
の
父
親
談

９

１

ヨ
四
号
ヨ
ヨ
賂
一
一
や
号
六
号
の
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